
 

 

2023年Ｇ７サミット関係閣僚会合の誘致に係る要望活動について 
 

 

 県及び水戸市が取り組んでいる 2023 年Ｇ７関係閣僚会合の誘致に向け、本日、大井川知

事、高橋水戸市長、茨城県議会Ｇ７関係閣僚会合誘致推進協議会が合同で要望を行いまし

た。 

 梶山弘志自民党幹事長代行・茨城県連会長の陪席のもと、議員会館で松野博一 内閣官房

長官へ面会し、Ｇ７関係閣僚会合の茨城県・水戸市開催について働きかけを行うとともに、

財務大臣会合の誘致を図るため、財務省を訪問しました。 

今後も引き続き、県及び水戸市、県議会が連携協力し、誘致実現に向けて取り組んでまい

ります。 

 

記 

 

１ 松野博一内閣官房長官への要望 

（１）要望日時 令和４年４月 26 日（火）14 時 00 分～14 時 15 分 

（２）要 望 者 大井川 和彦 茨城県知事  

         高橋  靖  水戸市長   

（陪席者） 

梶山  弘志 衆議院議員 自民党幹事長代行・茨城県連会長 

（３）要望内容 2023年主要国首脳会議に係る関係閣僚会合の茨城県・水戸市開催について 

 

２ 財務省への要望 

（１）要望日時 令和４年４月 26 日（火）12 時 30 分～12 時 40 分 

（２）相 手 方 藤原崇財務大臣政務官 

（３）要 望 者 大井川 和彦 茨城県知事  

         高橋  靖  水戸市長   

  伊沢  勝徳 茨城県議会議長 
海野  透  Ｇ７関係閣僚会合誘致推進協議会会長 

         中村  修  Ｇ７関係閣僚会合誘致推進協議会副会長 
         白田  信夫 Ｇ７関係閣僚会合誘致推進協議会委員 

齋藤  英彰 Ｇ７関係閣僚会合誘致推進協議会委員 
         高崎  進  Ｇ７関係閣僚会合誘致推進協議会委員 

玉造  順一 Ｇ７関係閣僚会合誘致推進協議会委員 

（４）要望内容 2023年主要国首脳会議に係る関係閣僚会合の茨城県・水戸市開催について 

 

令和４年４月 26 日（火） 

茨城県営業戦略部国際観光課 

小松崎・小林 

電話 029-301-3632 



（５）主な発言内容 

①大井川知事 

・来年日本で開催されるＧ７について、茨城県では水戸市と連携協力し、関係閣僚 

会合の誘致に取り組んでいる。 

・Ｇ７やＧ20 の国際会議の開催等の経験を活かした万全の受入体制でお迎えするこ 

とができる。ぜひ、水戸での開催をお願いしたい。 

・茨城は、メロンやスイカ等のフルーツだけでなく常陸牛や奥久慈しゃもなど食材の 

宝庫である。 

・茨城ならではの最高級のおもてなしができる。 

 

②高橋水戸市長 

・茨城県と連携して、準備を進めたい。 

・新市民会館は、東日本大震災の復興のシンボルとして建設を進めているもの。 

是非関係閣僚会合を水戸で開催していただきたい。 

 

③伊沢県議会議長 

 ・県議会としても全力で取り組みたい。 

  

④海野Ｇ７関係閣僚会合誘致推進協議会会長 

・本県のように、Ｇ7 関係閣僚会合誘致のために、県議会独自で協議会を設置してい 

るのは、茨城県のみである。 

・県議会として、知事や水戸市長によるＧ７関係閣僚会合誘致を全面的に後押しし、 

誘致を実現したいと考えているのでよろしくお願いしたい。 

  

⑤藤原財務大臣政務官 

・地元の協力や熱意が大切である。 

・超党派の協議会メンバーで要望に来ていただいたことは大事だと思う。 

・各省庁の希望をとって最終的には官邸が決めることになるが、しっかりと検討して 

いきたい。 

 

 

３ 添付資料：要望書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2023年主要国首脳会議に係る関係閣僚会合の 

茨城県・水戸市開催について 
 

茨城県水戸市は、古くから要衝の地にあり、水戸徳川家の城下町として繁栄し、

以来、県都として行政・文化・産業等の都市機能を集積しながら発展してきた街です。 

明治維新という社会の変革期には、時代の魁として、水戸藩の伝統の中で培われ

た学問や理念が日本の近代化の思想的原動力となり、大きな役割を果たしました。 

時代は今、新型コロナによるパンデミックと国際的な気候変動問題への取組が世

界に不可逆的な変化をもたらそうとしており、予測困難な「非連続の時代」を迎えて

おります。 

このような中、ポストコロナの新しい時代を切り拓くため、「茨城・水戸」の地に各国

閣僚が集い、議論することは、歴史的にも大きな意義を有するものと考えます。 

本県で開催された、2016 年の「Ｇ7 科学技術大臣会合」、2019 年の「G20 貿易・

デジタル経済大臣会合」では、万全な体制での開催支援や茨城ならではのおもてな

しにより、会合を成功に導いた実績があり、各国の参加者からも高い評価をいただい

たところです。 

2023 年サミット関係閣僚会合においても、これまで培った実績や経験値を活かし

た万全の受入体制で関係者の方々をお迎えすることが可能であり、開催地としての

責任を十分に果たすことができるものと考えます。 

つきましては、2023 年Ｇ7 関係閣僚会合、特に、「外務大臣会合」、「財務大臣会

合」が茨城県水戸市で開催されますよう、強く要望いたします。 

令和４年４月２６日 

茨城県知事  大井川 和彦 

水 戸 市 長  高 橋   靖 



 

４ 要望状況（写真） 

（１）松野博一内閣官房長官 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左から高橋水戸市長、大井川知事、松野内閣官房長官、梶山衆議院議員 

 

 

 

（２）藤原崇財務大臣政務官 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左から高橋水戸市長、大井川知事、藤原財務大臣政務官、永岡衆議院議員 


